アイデンティティ形成を支える日本語学習活動の実際 - フィリピン中等教育機関向け教材『enTree-Halina! Be a NIHONGOJIN!!-』の学習活動から - by 松井 孝浩 et al.
アイデンティティ形成を支える日本語学習活動の実際






























































































































１ Halina! Be a Nihongojin
（フィリピノ語：おいでよ！日本語人になろうよ！）
１７ Nihongojin ka na rin ba？ ★
（フィリピノ語：もう日本語人になった？）
２ Nihongo Writing Systems １８ Journey to Self−discovery ★
３ Getting to Know Each Other 〈Daily Life〉
４ Greetings １９ Hello! Watch Your Manners
５ Introducing Family ２０ Favorite Television Show
６ Celebrating Birthday ２１ Shop Green & Go
７ Thankfulness/Forgiveness 〈Innovating Traditions〉
８ Convey, Connect, Communicate ２２ Traditional Fashionista
９ Favorite Things ２３ Shall We Dance?
１０ Daily Meals ２４ One Day, Isang Araw
１１ School 〈The World We Live In〉
１２ Favorite Subject ２５ Food Trip
１３ Daily Schedule ２６ Annual Events
１４ Enjoying Free Time ２７ Making My Town a Better Place
１５ House ２８ Travel
１６ Loving Music ２９ Ambition in Life ★










































クシートを配布する。このシートの上欄には「Languages I can use and / or understand」という
欄（横軸）があり、ここに自分が使っている、あるいは理解できる言語名を書き入れる。左上









自分が最も書きやすい言語で書く。そして、その下には「You can add to the contents of this list



































































































には、クラスメートからの記述として、「Personality」の欄には「Furendori： She can easily get
アイデンティティ形成を支える日本語学習活動の実際
－３３－
along with other people（フレンドリー：：すぐに人と仲良くなれる）」「Yasashii： She can help
someone and give her opinion about it（やさしい：手助けやアドバイスができる）」、「SUGOI! at
school」の欄には「She is very hard working and helps other people whenever she is asked about certain
lesson/assignment（いつもがんばっていて、授業や宿題について聞かれたらいつでも助けてあ
げる）」「She is good in making projects and outputs like the entree book & J−tree（enTree Bookや J−
Treeのような作品やプロジェクトを作るのが上手）」といった内容が書かれている。また、
「SUGOI! at home and neighborhood」の欄には、母親からの記述として、「She always helps in doing
household chores. She is diligent and industrious（いつも家事を手伝ってくれる。とても勤勉。）」
と書き込まれていた。
続いて、Session２と Session３では、これまでの自分の人生の歩み（出来事）をふり返るこ












ここで生徒の一人、テスさん（仮名）の「My Life Map（until NOW）」シートの一部を紹介す
る。まずはじめに、「２さいのとき いもうとが うまれた。」「５さいのとき いもうとが
うまれた。うれしい！」と兄弟の誕生について書かれている。次に、「６さいのとき A
shougakkouに nyuugakushita」「１０さいのとき I am chosen to socialize with Koreans（韓国人と交
流する機会を得た）」と書かれており、２つの出来事の間には「ドキドキする」というその時の
気持ちが書かれている。続いて、「I got 3rd place in badminton for girls．（女子バドミントン大
会で３位になった）」「１１さいのとき Aしょうがっこうを そつきょうした and I take the
entrance test in B Science High School and passed．（原文ママ：Bサイエンス高校の入学試験を受
け、合格した）」という出来事が記述されており、２つの出来事の間には「やった！」という気
持ちが添えられている。次に、「My crush went to California．（好きな人がカリフォルニアに引
っ越した）ざんねん！：（（１１）」と続き、「１２さいのとき B scienceこうこうに にゅうがくし
国際交流基金 日本語教育紀要 第９号（２０１３年）
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た」「My classmates forced me to join Mr. and Ms. UN and luckily I was one of the top ten．（ミス＆
ミスター UN（１２）にクラス代表として出場させられたけど、幸運にもトップ１０に入った）すご
い！」「１３さいのとき I was one of the Nihongo students．（日本語クラスの一員となった）」と高
校生活について書かれている。現在の自分について記述する欄には、「１５さいのとき I am













































































（１）出典 “Ethnologue Languages of the World”
＜http : //www.ethnologue.com/show_country.asp?name=PH＞ ２０１２年９月２７日閲覧
（２）フィリピンの学制は６－４－４制で、初等教育６年、中等教育４年、高等教育４年である。
（３）２０１０年からドイツ語、２０１１年から中国語も新たに加わっている。
（４）２０１０年６月からは、「Career Pathways in Technology and Livelihood Education」という科目中の選択群の一
つとして位置づけられている。
（５）導入の経緯及びヨーロッパ３言語の導入・支援策については大舩ほか（２０１２）に詳述した。











（１０）作成にあたってはヨーロッパ言語ポートフォリオ（European Language Portfolio : ELP）の「Language






大舩ちさと、藤長かおる、和栗夏海、Florinda A. A. Palma Gil、Junilo S. Espiritu、Bernadette S. Hieida、Alice
Mary L. Itchon、Francesca M. Ventura（２０１０）「フィリピンの高校生のためのリソース型教材の開発」
『２０１０世界日本語教育大会論文集 予稿集』、５２３
大舩ちさと、和栗夏海、フロリンダ アンパロ A パルマヒル、フランチェスカ M ヴェントゥーラ
（２０１１）「評価で学習者の自律性は育めるか―フィリピンの高校生向け日本語リソース型教材
『enTree』の挑戦」『国際交流基金日本語教育紀要』第７号、１３５－１５０


































参考資料４：My Life Map（until NOW）（学習活動で作成例として読み合わせをするためのも
のであり、本文中に引用した学習者のものとは異なる）
国際交流基金 日本語教育紀要 第９号（２０１３年）
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